
 

 

 
 
  

                                      

                            

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

                                                      授業フロー構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICE 

 

 

コンテンツ 

  ➊必要性や必然性 

  ❷成立過程や背景 

   ❸知識 

      ・事実知識 

      ・概念的知識 

    ・手続き的知識 

    ・メタ認知的知識 

  ❹適用（機能）限界 

  ❺応用と発展 

【言語系】 

 ●言語スキルの習得 

  ・wording 

    ・logic 

  ・rhetoric 

 ●言語スキルの活用 

  ・解釈 

  ・表出 

【概念系】 

 ●シンボル操作スキル 

  ・シンボル化 

  ・関係性 

  ・シンボルによる記述 

 ●既有概念の理解 

 ●既有概念の活用 

 ●新規概念の創出 

【史実系】 

 ●コンテンツの理解 

 ●解釈 

  ・関係性 

  ・因果関係 

  ・影響 

 ●構造化 

【芸術系】 

 ●表現スキルの習得 

 ●知識の理解・習得 

 ●創造性の陶冶 

 ●表現スキルの活用 

  

【実践・技能系】 

 ●知識の理解・習得 

 ●実践スキルの習得 

 ●実生活との関連 

  ・現状認識 

  ・関係性の把握・理解 

 ●実践スキルの活用 

 ●提案・行動 

【哲学・社会系】 

 ●知識の理解・習得 

 ●解釈 

 ●問題解決への適用 

 ●構造化 

 ●再構築・提案 

  

逆向きデザイン 

 ◎Extensions から逆算する 

  ➊本質目標の設定 

  ❷ルーブリックの作成 

    ・Contents standard (ICE rubric) 

     ・Performance Standard 

  ❸問いの配置（構造化） 

  ❹活動と省察 

問いの構造化 

  ➊Essential question 

  （テーマを貫く問い） 

 ❷Insightful question  

 ❸Lead question 

 ❹Entry question 

 

手
続
き
的
知
識 

コンテンツ 

必要性・必然性 

成立過程・背景 

文脈とリアリティ（Extensions） 

 ●テーマ・ストーリー 

 ●活用志向 

 ●役割取得(責任)      状況との相互作用 

 ●判 断           (メタ認知) 

 ●他者性           (学びの意義) 

Ideas 

Connections

s 
Extensions 

 

知識・技能を活用して 

社会参画（貢献・創造等） 

する主体としての 

アイデンティティ形成 

（人間性の陶冶） 

拮抗する要素 

複雑系 

多義性 

他者性 

創造性 

リアリティ 

エンパシー 

意味づくり 

関係性 

階層性 

適用 

習熟 

洗練 

論理的思考   批判的思考     創造的思考 

 

 

授業デザインの構造 


